
（
９
）
湖
沼
等
閉
鎖
性
水
域
の
状
況

（
環
境
基
準
未
達
成
頻
度
の
高
い
水
域
）

風
蓮
湖
(海
域
Ａ
)

・
現
況
：

基
準
超
過
が
続
い
て
お
り
、
平
成
2
9
年
度
は
達
成
し
た

が
、
3
0
年
度
は
超
過
。
令
和
元
年
、
２
年
度
は
達
成
し
た

が
３
年
度
は
未
達
成
。

・
原
因
：

家
畜
排
せ
つ
物
等
に
起
因
す
る
負
荷
。
湿
原
等
の
自
然

由
来
。

・
対
策
：

農
協
及
び
漁
協
他
関
係
者
に
よ
る
「
風
蓮
湖
流
入
河
川

連
絡
協
議
会
」
で
、
水
質
改
善
に
向
け
植
樹
等
に
取
組
ん
だ
。

・
参
考
：

国
の
通
常
の
基
準
値
A
が
2
m
g
／
L
で
あ
る
が
、
泥
炭
地

由
来
の
フ
ミ
ン
質
の
影
響
を
考
慮
し
、
道
で
は
C
O
D
の
基

準
値
は
5
m
g
／
L
と
定
め
て
い
る
。

厚
岸
湖
(海
域
Ｂ
)

・
現
況
：

環
境
基
準
の
未
達
成
が
続
い
て
い
る
。

・
原
因
：

流
入
河
川
か
ら
の
自
然
由
来
の
フ
ミ
ン
質
、
家
畜
排
せ

つ
物
、
湖
奥
部
の
水
流
停
滞
や
内
部
生
産
の
影
響
。

・
対
策
：

厚
岸
町
や
「
別
寒
辺
牛
川
・
ホ
マ
カ
イ
川
流
域
環
境
保

全
協
議
会
」
に
よ
る
流
域
の
水
質
調
査
、
家
畜
排
せ
つ
物

の
適
正
管
理
の
普
及
啓
発
等
の
実
施
。

大
沼
(湖
沼
Ａ
-Ⅲ
)

・
現
況
：

環
境
基
準
の
未
達
成
が

続
い
て
い
る
。

・
原
因
：

家
畜
排
せ
つ
物
、
生
活

排
水
等
の
影
響
。

・
対
策
：

道
は
平
成
7
年
に
重
点
対

策
湖
沼
に
指
定
。
特
定
事

業
場
の
監
視
・
指
導
、
下

水
道
、
堆
肥
舎
な
ど
の
整

備
。 七
飯
町
他
関
係
団
体
で

構
成
す
る
「
大
沼
環
境
保

全
対
策
協
議
会
」
に
お
い

て
対
策
推
進
。
流
入
河
川

で
の
浄
化
池
や
沈
砂
池
設

置
等
。

道
で
は
平
成
2
9
～
令
和

元
年
度
に
環
境
基
準
未
達

成
原
因
究
明
調
査
を
実
施
。

阿
寒
湖
(湖
沼
A
A
-Ⅲ
)

・
現
況
：

環
境
基
準
の
未
達
成
が
続
い
て
い

る
が
、
ほ
ぼ
全
域
で
下
水
道
が
整
備

さ
れ
る
な
ど
対
策
が
進
ん
で
い
る
。

・
原
因
：

旅
館
等
の
事
業
場
排
水
や
生
活
排

水
、
自
然
由
来
負
荷
等
。

・
対
策
：

下
水
道
整
備
等
、
常
時
監
視
を
継

続
。 道
で
は
令
和
４
年
度
に
環
境
基
準

未
達
成
原
因
究
明
調
査
を
実
施
中
。

屈
斜
路
湖
(湖
沼
A
A
-I
)

・
現
況
：

平
成
1
0
年
度
以
降
、
環
境
基
準
の
未
達
成
が
続
い
て
い
る
。

・
原
因
：

周
辺
や
湖
底
か
ら
の
温
泉
の
湧
出
に
よ
り
、
か
つ
て
は

p
H
5
未
満
の
酸
性
湖
で
、
湖
内
の
内
部
生
産
が
抑
え
ら
れ
て

い
た
が
、
昭
和
6
0
年
の
地
震
に
よ
る
地
殻
変
動
で
、
湖
内
の

p
H
が
上
昇
。
中
性
湖
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
内
部
生
産
が

盛
ん
に
な
り
水
質
悪
化
。

・
対
策
：

常
時
監
視
を
継
続
。

サ
ロ
マ
湖
(海
域
Ａ
-I
)

・
現
況
：

平
成
2
8
、
2
9
年
度
は
基
準
値
を
わ

ず
か
に
超
過
、
3
0
年
度
以
降
は
達
成
し

た
が
令
和
2
年
度
以
降
は
再
度
超
過
。

・
原
因
：

湖
底
の
栄
養
塩
の
影
響
、
流
域
か
ら

の
栄
養
塩
の
流
入
、
藻
類
の
増
殖
。

・
対
策
：

常
時
監
視
を
継
続
。
サ
ロ
マ
湖
養
殖

漁
協
等
関
係
団
体
に
よ
る
取
組
継
続
。

網
走
湖
(湖
沼
Ａ
-Ⅳ
)

・
現
況
：

環
境
基
準
の
未
達
成
が
続
い
て
い
る
。

・
原
因
：

畑
地
や
泥
炭
地
か
ら
の
流
出
水
。
高
濃
度
の
栄
養
塩
を
蓄
積
し
て

い
る
下
層
部
の
影
響
。
逆
流
す
る
海
水
の
影
響
。

・
対
策
：

関
係
機
関
に
よ
る
「
網
走
湖
の
環
境
保
全
に
係
る
基
本
方
針
」
に

基
づ
き
、
生
活
排
水
対
策
、
畜
産
排
水
対
策
、
湖
水
の
浄
化
対
策

（
底
泥
浚
渫
、
水
草
刈
り
、
流
入
河
川
の
れ
き
間
浄
化
施
設
設
置
、

微
生
物
浄
化
試
験
等
）
を
実
施
。

洞
爺
湖
(湖
沼
A
A
-I
)

・
現
況
：

平
成
2
8
年
度
に
わ
ず
か
に
超
過
。

2
9
年
度
以
降
は
達
成
。

・
原
因
：

旅
館
等
か
ら
の
事
業
場
排
水
。

・
対
策
：

道
は
特
定
事
業
場
の
監
視
・
指
導
、

休
廃
止
鉱
山
か
ら
の
坑
廃
水
の
中
和
処

理
。
関
係
町
村
は
公
共
下
水
道
の
整
備
。

-
6

3
 -

春
採
湖
(湖
沼
Ｂ
-Ⅴ
)

・
現
況
：

環
境
基
準
は
未
達
成
だ
が
、
水
質
は
下
水
道
整
備

に
よ
り
3
0
年
前
に
比
べ
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
現
在

も
徐
々
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
。

・
原
因
：

藻
類
の
増
殖
や
土
壌
等
の
自
然
由
来
。

・
対
策
：

道
は
平
成
2
年
に
重
点
対
策
湖
沼
に
指
定
。

釧
路
市
他
関
係
団
体
で
構
成
す
る
「
春
採
湖
環
境

対
策
協
議
会
」
で
対
策
推
進
。
下
水
道
整
備
、
底
泥

浚
渫
、
潮
止
堰
の
設
置
。
「
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

2
1
」
に
基
づ
く
水
質
改
善
事
業
の
実
施
。

道
で
は
令
和
元
～
2
年
度
に
環
境
基
準
未
達
成
原

因
究
明
調
査
を
実
施
。
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（10）測定地点図 (令和４年(2022年)12月現在)

＜ 凡 例 ＞

○ ： 水域類型の区分点

● ： 水域類型の区分点で環境基準点

■ ： 環境基準点

□ ： 補助点

△ ： その他地点

： 地点名（環境基準点）

白抜き ： 地点名（補助点、その他地点）

石 狩 川 上 流 水 域 測 定 地 点 図

石狩川

日東吊橋 上流(1)

留辺志部橋 ■ ＡＡ(イ)

留辺志部川 ＡＡ(イ)

■ ○ 留辺志部川合流点

安足間川 ＡＡ(イ)

金富橋 ■ 石狩川

愛別川 Ａ(イ) 上流(2)

■ 安足間橋 Ａ(イ)

■ 永山橋

□ 旭川市石狩川浄水場取水口

○ 石狩川浄水場接合井

△
牛朱別川 Ａ

ウッペツ川 ○ ■

緑 ９条橋△ 功 橋 △ 香取橋

新生橋 橋 基北川 ペーパン川

ヨンカシュペ川

□
石狩川上流(3) Ａ(イ)

○ ■ 忠 別 川
オサラッペ川 Ａ(イ) 合流点 旭川大橋 忠別川浄水場取水口 東神楽橋 石狩川

治水橋 上流(4)

● △ 新開橋 Ｂ(ロ)

江丹別川 Ａ(イ)

永見橋 □ 伊納大橋 △ 緑橋（美瑛）

多度志川 美瑛川

■ 納内橋

雨竜川上流 Ａ(イ)

■ ○ ○ 雨竜川合流点

竜水橋
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石 狩 川 中・下 流 水 系 測 定 地 点 図

雨竜川下流 Ｂ(イ)
○ ■ ○ 雨竜川合流点

合流点 茜 橋

尾白利加橋
尾白利加川 Ａ(イ)

■ 合
西達布川

徳富川 Ａ(イ) 流
■

合流点
たいざん橋 点

空知川上流 ＡＡ(イ)新十津 空知川下流 Ｂ(イ) 空知川中流 Ａ(イ)
川橋 ■ ○ ■ ○ ■

空知大橋 芦別川 下金山橋
砂川大橋 ■

□ 奈井江大橋 錦橋

■ ○ ■
美唄川下流Ｂ (イ) 美唄川上流 Ａ(イ)

元村橋

落合川左の沢
清松橋 幾春別川上流 Ａ(イ)

幾春別川下流 Ｂ(イ)
■ ○ ■

合流点
新川橋 利根別川 三笠幌内川

幌向川

南部上水取水口
江別大橋

夕張川下流Ｂ(イ) 夕張川中流 Ａ(イ) ↓ 夕張川上流 ＡＡ(イ)
■ ○ ■ □ ■ ●

由仁町由仁地区
川端橋

馬追橋 簡易水道取水口

新江別橋 さけ･ますふ化場千歳支場
千歳川下流 Ａ(イ) 千歳川上流 ＡＡ(イ) 支笏湖

■ □ □ ○ ■ ○
ゆめみ野 日の出橋 合流点 湖 口

石狩大橋 ■ 東町17番地地先 内別川
ＪＲ

篠津川 Ａ(イ)
■ 野津幌川 Ｂ(ロ) 石狩川

○ ■
篠津橋 中沼 野津幌７号橋 中･下流

■ □ 水恋橋
厚別川 Ａ(イ) Ｂ(ロ)

□ ●
厚別7号橋

厚別鉄北橋

当別川 Ａ(イ) 豊平川下流 東栄橋 月寒川 Ａ(イ)
■ Ｂ(ハ) □ ●

19線橋 豊水大橋 □ 月寒鉄北橋
望月寒川 Ａ(イ)

●

望月寒鉄北橋

○
東橋

生振大橋(旧生振8線排水路南側地先) ■
伏籠川

■ 精進川放水路分派前
精進川 Ａ(イ)

茨戸川上流 ○ 北16条橋 ■
Ｂ(ロ) 創成川■ □ 幌平橋 真駒内川 A（ロ）

創成川Ｂ(イ) ■

△ 第二伏籠川橋 五輪小橋
茨戸川中流
Ｂ(ハ) ■

茨戸耕北橋 豊平川中流
茨戸橋 □ Ｂ(イ)

△発寒６号橋 北の沢橋 ■

発寒川 北の沢川 川沿橋 □ 藻南橋
Ａ(イ)

□
生振2線南側地先 ■ 白川浄水場取水口

樽川合流前 ■
樽川○ ●

茨戸川下流
Ｂ(ロ) □ 生振1線北側地先 豊平川上流

中の沢川 南の沢川 Ａ(イ)
運河橋 ■ 生振３線北側地先 Ａ(イ)

石狩河口橋 □ □
□ 生振8線排水路北側地先

旧船着場前
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新川・星置川水系測定地点図 留萌川水系測定地点図

天塩川水系測定地点図 頓別川・声問川水系測定地点図

琴似川

新川橋 □ 新川上流
●

Ａ(イ)

□ 琴似発寒川 札幌市上水
○ 八軒橋 西野取水口

新川下流
Ｄ(イ)

□ 稲積橋
新 星置川

川

■ △宮町浄水場取水口
第１新川橋

海 域

留萌川上流
ＡＡ(ｲ)

タルマップ川 生物Ａ(イ)

■ 橘橋(峠下)

○ 合流点

留萌川中流
Ａ(ｲ)

十五線川 生物Ａ(イ)

■ 16線橋

○ 十五線川合流点

△ 小平浄水場取水口
留萌川下流
Ｂ(ｲ)

生物Ａ(イ)
留萌橋(河口) ■

海 域

天塩川上流
ＡＡ(ｲ) 朝日橋 ■

○ 合流点

天塩川中流
Ａ(ｲ)

● 中士別橋
剣淵川

天塩川下流(3)Ａ(ロ)
○ ■

合 12線橋 犬牛別川
流
点

名寄川
天塩川下流(1)Ａ(ｲ)

● 真勲別頭首工
△

サンル川
下川町上水取水口 □ 名寄大橋

天塩川下流(4)
Ｂ(ロ) □ 美深橋

パンケナイ川 ■ 中 川

天塩川下流(2)Ａ(ｲ)

下中川捕獲場 ■

○
□ 円 山

海 域

頓別川上流
ＡＡ(ｲ)

開明橋 ●

頓別川中流
Ａ(ｲ)

上駒橋 ●
平賀内川

頓別川下流(1) ＡＡ(イ)

中頓別町本町 ●
簡水取水口

鬼河原川
頓別川下流(2) ＡＡ(イ)

浜頓別町下頓別簡水取水口 ●
頓別川下流(4)

Ｂ(イ)

豊寒別川
頓別川下流(3) ＡＡ(イ)

旧浜頓別町上 ● ■ 浜頓別橋
水豊寒別浄水
右の沢取水口

声問川

海 域 △ 声問橋
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北見幌別川水系測定地点図 徳志別川水系測定地点図

興部川水系測定地点図 渚滑川水系測定地点図

徳志別川上流

ＡＡ(イ)

● 日の出橋

松井の沢川

徳志別川下流(1)

ＡＡ(イ)

徳志別川下流(2) ●

Ａ(イ) 新開橋 △ 志美宇丹簡水取水口

■ 徳志別捕獲場

海 域

忍路子川 興部川上流

ＡＡ(イ)

■ 七江橋

○ 合流点

興部川中流

Ａ(イ)

興部簡水取水口 ●

興部川下流

Ｂ(イ)

興部捕獲場 ■

海 域

渚滑川上流 サクルー川

ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ) 滝の上橋 ■

合流点 ○

中渚滑豊盛川

新記念橋 □

△竜昇殿鉱山坑水流入後

渚滑川中流

Ａ(イ)

生物Ａ(イ) △蛍雪橋

ﾓﾍﾞﾂ川

● △ 桜橋

紋別市上水花園浄水場

取水口(宇津々橋)

渚滑川下流 △ 室生橋

Ｂ(イ)

生物Ａ(イ) 渚滑捕獲場 ■

海 域

パンケナイ川

北見幌別川(1)

ＡＡ(イ)

歌登町市街
●

簡水取水口
北見幌別川(3)

Ａ(イ)

ニシナイ川

北見幌別川(2)

ＡＡ(イ)

岡島専水取水口 ●

■ 下幌別橋

海 域



- 69 -

湧別川水系測定地点図 佐呂間別川水系測定地点図

常呂川水系測定地点図 網走川水系測定地点図

支湧別川

湧別川上流

ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ) ■ 白滝橋

○ 合流点

丸瀬布川
湧別川下流(1)

ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ)

● 丸瀬布町簡水予備取水口

湧別川下流(2)

Ａ(イ)

生物Ａ(イ)

□ 遠軽橋

■ 中湧別橋

海 域

オンネルベシベ川

佐呂間別川上流

ＡＡ(イ)

敷島橋

■

合流点 ○

佐呂間別川下流

Ａ(イ)

■ 佐呂間大橋

サロマ湖

無加川

常呂川上流

Ａ(イ) ｲﾄﾑｶ鉱山

生物Ａ(イ) △ 坑水流入前・後

△富士見橋

留辺蘂上水道

□金華浄水場取水口

金比羅橋 ■

○

常磐橋
□

常呂川下流
若松橋

□

Ｂ(ロ)

生物Ａ(イ)

忠志橋 ■

上川沿 □

海 域

美幌川上流 美

Ａ(イ) 幌 網走川上流

川 Ａ(イ)

● 都橋 生物Ａ(イ)

美幌川下流

Ｂ(ロ) 美幌橋 ■ ● 大正橋

○

ﾄﾏｯﾌﾟ川 網走川中流

Ｂ(ロ)

空港橋 △ ■ 治水橋(本郷) 生物Ａ(イ)

○

■ 湖心 網走湖[湖沼]

Ａ(イ)

■ 湖心から方位

30° 2,500ｍ
○

網走川下流

Ｂ(ロ)

網走橋 ■ 生物Ａ(イ)

海 域
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止別川水系測定地点図 斜里川水系測定地点図

標津川水系測定地点図 西別川水系測定地点図

止別川上流 シノマンヤンベツ川

ＡＡ(イ)

生物特Ａ(イ)

水上橋 ■

○ 合流点

止別川中流 パナクシュベツ川

Ａ(イ)

生物特Ａ(イ)

パナクシュベツ川合流前 ■

○

止別川下流

Ｂ(ロ)

生物特Ａ(イ)

■ 中島橋

海 域

札鶴川 斜里川上流

長栄橋
ＡＡ(イ)

■

○

ペーメン川 斜里川中流

Ａ(イ)

■ ９線橋

合流点 ○

エトンビ川
斜里川下流(1)

Ａ(イ)

エトンビ橋 ■ 斜里川下流(2)

○ 合流点 Ｂ(イ)

■ 斜里捕獲場

海 域

標津川上流
ケネカ川

ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ) ■ 西竹橋

○ 合流点

標津川中流 俣落川

Ａ(イ)

生物Ａ(イ)

南共栄橋 ■

合流点 ○

武佐川
標津川下流(1)

Ａ(イ)
生物Ａ(イ)

標津川下流(2) ■ 武佐川橋

Ｂ(イ)

生物Ａ(イ) ○

■ 標津捕獲場

海 域

西別川上流

ＡＡ(イ)

生物特Ａ(イ)

● 長栄橋

西別川下流

Ａ(イ)

生物特Ａ(イ)

■ 別海橋

海 域
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風蓮川水系測定地点図 釧路川水系測定地点図

別途前川（星が浦川）

水 系 測 定 地 点 図 阿寒川水系測定地点図 浦幌川水系測定地点図

ポンヤウ
別当賀川 風蓮川 ヤウシュベツ川

シュベツ川

ケネヤウシュ

ベツ川

Ａ(イ)

生物Ａ(イ)

□ 矢臼別橋

□

□ 初田牛橋 奥行臼橋

別当賀橋 ■ 風蓮橋 ■ 万年橋 ■ ポン川橋 ■

風 蓮 湖

別途前川

Ｅ(ハ)

基準点休止中

注：河川改修

により、類

型指定当

時と比較し

大幅に状

況が変化

野嵐橋 している。

△

△竜神川河口 別途前川
△

星が浦河口 ■ 河 口

海 域

阿寒湖

飽別川

阿寒川上流

ＡＡ(イ)

■ 阿寒川橋

合流点 ○

舌辛川

阿寒川中流

Ａ(イ)

■ 丹頂橋

合流点 ○

阿寒川下流

Ｂ(イ)

■ 大楽毛橋

海 域

浦幌川上流

Ａ(イ)

浦幌上水取水口
●

(１号橋)

下頃辺川
浦幌川下流(1)

Ａ(イ)

浦幌町吉野 浦幌川下流(2)
●

簡水取水口 Ｂ(ロ)

養老新川橋（吉野）□

■ 河口

海 域

屈斜路湖

□ 摩周大橋

釧路川上流

ＡＡ(イ)

多和川 生物Ａ(イ)

瀬文平橋 ■

合流点 ○

雪裡川

釧路川下流(1) 釧路川中流

ＡＡ(イ) Ａ(イ)

生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ)

茂雪裡川

茂雪裡橋 ■

○ ● 釧路市上水

茂雪裡川合流点 愛国浄水場

仁々志別川 取 水 口 釧路川下流(3)

Ｅ(ロ)

釧路川下流(2)
別保橋

△
生物Ａ(イ)

Ｂ(ロ) □ 鶴見橋

生物Ａ(イ) 不二橋 △ 幣舞橋 ■ △ＪＲ武佐川橋梁

■ 新川橋

海 域
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十 勝 川 水 系 測 定 地 点 図

佐幌川上流
Ａ(イ) ■ 人道橋

トムラウシ川
○

サホロダム ■ 上岩松調整池上流 十勝川上流
佐幌ダム貯水地

貯水池 ＡＡ(イ)
■ 共栄橋

■ 清水橋 上川橋 ○
佐幌川中流
Ａ(イ)

○
十勝川中流

■ 佐幌橋 ■ 清水大橋 Ａ(ロ)
金平川

佐幌川下流
Ｂ(イ)

小林川 Ａ(イ)
■ ○

讃岐橋

○合流点

芽室川 Ａ(イ) オショロコマ 然別川上流
特別採捕場 ＡＡ(イ)

■

毛根中島橋 ■ 然別湖 然別湖
美生川 ＡＡ(イ) ○

西上幌内川 然別川中流
瓜幕橋 ＡＡ(イ)

新生橋 ■ 合流点 ○
○ 然別川下流

■ 国見橋 Ａ(イ)

○

丸山橋 音更川上流
■ ＡＡ(イ)

■ 十勝大橋
糠平ﾀﾞﾑ湖 糠平ダム湖

セタ川
音更川中流

■ 牧水橋 ＡＡ(イ)
帯広川上流 西８条橋 合流点 ○
Ａ(イ) 合流点 音更川下流

○ 十勝新橋 Ａ(ロ)
○

帯広川下流 ウツベツ川
Ｂ(ロ) □ 札内川合流前 ■

芙蓉橋 ○ 十勝川下流
Ｂ(ロ)

札内川上流 南帯橋
ＡＡ(イ) ■

帯広市上水取水口 ○ 士幌川Ａ(イ)

札内川下流 札内橋
Ａ(イ) ■

■
途別川 Ａ(イ) ○ 旭橋

■
猿別川 Ａ(イ) 千住橋 ○ 利別川 Ａ(イ)

■ 千代田えん堤
■ ■

止若橋 ○ 川合橋
牛首別川 Ａ(イ)

■
農野牛橋 ○

■ 茂岩橋

海 域
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歴舟川水系測定地点図 広尾川水系測定地点図 沙流川水系測定地点図

鵡川水系測定地点図 厚真川水系測定地点図 安平川水系測定地点図

双珠別川

鵡川上流

ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ)

双珠別川合流前
■

(青巌橋)

○ 合流点

鵡川下流

Ａ(ロ)

生物Ａ(イ)

□ 穂別橋

■ 鵡川橋

海 域

歴舟川上流

ＡＡ(イ)

■ 尾田橋

歴舟川下流

Ａ(イ)

■ 歴舟大橋

海 域

東広尾川 西広尾川

広尾川

ＡＡ(イ)

○

広尾橋 ■

海 域

沙流川上流

ＡＡ(イ) 千呂露川

千呂露橋 ■

○ 合流点

沙流川中流 額平川

Ａ(イ)

長知内橋 ■

○ 合流点

沙流川下流

Ｂ(イ)

□ 平 取

■ 沙流川橋

海 域

■ 厚真新橋

厚真川Ａ(イ)

■ 臨港大橋

海 域

美々川 Ａ(イ)

生物Ａ(イ)

□ 美々橋

□ 御前水橋

■ 植苗橋

ウトナイ沼

ＳＴ-1･2･3 □□□

安平川

ＪＲ美々川 Ａ(イ)

橋梁上流部 ■ 生物Ａ(イ)

■ 静川橋

夕振大橋 沼の端橋

● ○ ■ ○ 合流点

勇払川 勇払川

上 流 下 流

ＡＡ(イ) Ａ(イ)

生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ)

■ 勇払橋

海 域
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苫小牧幌内川・苫小牧川・小糸魚川・錦多峰川・覚生川・樽前川・別々川水系測定地点図

苫小牧川上流 苫小牧幌内川上流

ＡＡ(イ) ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ)

王子製紙㈱ 苫 小 牧 市

専 用 水 道 ● ● 上水幌内取

取 水 口 水場取水口

別々川 樽前川 覚生川 錦多峰川 小糸魚川

ＡＡ(イ) ＡＡ(イ) ＡＡ(イ) ＡＡ（イ） ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ) 生物Ａ(イ)

有珠川 苫小牧幌内川下流

Ａ(イ)

苫小牧川下流 生物Ａ(イ)

Ａ(イ)

生物Ａ(イ)

別々橋 ■ ■ 樽前橋 ■ 覚生橋 ■ 錦岡橋 小糸魚橋 ■ 寿橋 ■ ■ 港橋

苫 小 牧 海 域

白老川・登別川水系測定地点図 長流川・気門別川水系測定地点図

ポンベツ川

白老川上流

ＡＡ(イ)

生物Ａ(イ)

森野橋 ■

合流点 ○

□ 御料地橋

白老川下流

Ａ(イ)

生物Ａ(イ)

登別川

ｸｽﾘｻﾝﾍﾞﾂ川合流前
△

■ 白老橋

登別川橋上流 △

海 域

長流川上流 三階滝川

ＡＡ(イ)

落合橋 ■

○ 合流点

長流川中流 弁景川

Ａ(ロ)

弁景川合流前 ■ □ 弁景橋

○ 合流点

□ 洞爺発電所取水口

気門別川

長流川下流

Ｂ(ロ)

△ 関内橋

■

長流橋
△ 館山橋

海 域
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貫気別川・赤川水系測定地点図 遊楽部川水系測定地点図

松倉川・汐泊川・亀田川・常盤川・久根別川水系測定地点図 折戸川・新世川・矢尻川水系測定地点図

貫気別川上流 ハザワ川

ＡＡ(イ)

富岡橋 ■

○ 合流点

壮滝別川

貫気別川中流

Ａ(ロ)

■ 寿 橋

○ 合流点

貫気別川下流

Ｂ(ロ)

赤川

■ 岩見橋

△ 赤川橋

海 域

遊楽部川上流 トワルベツ川

ＡＡ(イ)

セイヨウベツ橋 ■

○ 合流点

砂蘭部川
遊楽部川中流(1)

ＡＡ(イ)

遊楽部川中流(2)

Ａ(イ)

八雲町上水取水口 ■

■ 立岩橋

○ 合流点

遊楽部川下流

Ｂ(イ)

■ 遊楽部捕獲場

海 域

松 倉 川

寅の沢川 松倉川上流

ＡＡ(イ)

■ 三森橋

松倉川合流前
□○

合流点

湯の川
松倉川中流

Ａ(イ)

湯の沢川

湯の沢川橋△ 下鱒川合流前 ■

鮫 川 △ ○

香雪橋 合流点

亀 田 川
湯の川橋

△ □ 松聖橋

松倉川下流

△ □ 松倉橋 Ｂ(ロ)

湯倉橋 汐泊川

常 盤 川
△

湯の浜橋

河口 ■

河 口

久根別川
△ △ 捕獲場

河 口 △ △ 河 口

久根別5号橋 △ 海 域

大 沼

雨 鱒 川

雨鱒川橋 △

折 戸 川

矢 尻 川

椴法華浄水場取水口

△
赤 井 川

赤井橋
△

新 世 川

△

矢尻川橋 △折戸川橋

新世橋 △

海 域
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石崎川・天の川水系測定地点図 後志利別川水系測定地点図

尻別川・堀株川水系測定地点図 余市川・湯内川・神社の川・宮沢の川水系測定地点図

石 崎 川

△ 小砂子川合流前

天 の 川

△ 小砂子橋

厚 志 内 川

△

農業用水取水口 △ 宮越橋

△ 農業用水取水口

小森大橋 △

海 域

メップ川
後志利別川上流

■ 住吉水位観測所 ＡＡ （イ）

生物Ａ(イ)

合流点 ○

目名川
後志利別川中流

Ａ （イ）

生物Ａ(イ)

■ 今金橋

後志利別川下流(1)

ＡＡ（イ） ○

生物Ａ(イ)

北檜山簡水取水口 ●

後志利別川下流(2)

B （イ）

生物Ａ(イ)

■ 兜野橋

海 域

余市川上流

ＡＡ(イ)

金橋 ●
馬群別川

余市川

中流

ＡＡ(イ)

然別川

後志種川

● 余市町上水取水口

余市川
湯内川

湯の沢川

下流 △湯の沢上流

Ａ(イ)

△

鉱山排水流入前

湯内橋 △ ■ 大川橋

神社の川 神社の川末流 △
宮沢の川 宮沢の川末流

△
海 域

堀 株 川

尻別川上流 喜茂別川
ｾﾄｾ川 １０号橋

ＡＡ(イ) △
生物Ａ(イ) ■ 相川橋

○ 合流点 セトセ橋 △

ｼﾏﾂｹﾅｲ川

学 橋 △

尻別川中流 ペーペナイ川

Ａ(イ) 島付内橋 △
生物Ａ(イ) ■ 目名橋

○ 合流点 国富頭首工 △

真狩川
尻別川下流(3)

Ａ(イ)
生物Ａ(イ)

■ 真狩橋

尻別川下流(2) ○

Ａ(イ)
生物Ａ(イ) 目名川

尻別川下流(1)

Ａ(イ)
生物Ａ(イ)名駒水位観測所 ■

■ 名駒捕獲場

○

□ 初田橋

海 域
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丸駒

温泉

千 歳 川

△ 風不死岳

湖 沼

ＡＡ（イ）

Ｉ （イ）

①

②

③

④

⑤

⑥

湖 沼

Ａ （イ）

ＩＩＩ （イ）

⑥
大
沼
橋

①

②

⑤

③

④

銚
子
口

イベシベツ川流入点

⑥

①

②
⑤

③

⑦

湖 沼

ＡＡ （イ）

ＩＩＩ （イ）

阿
寒
川

尻駒別川

中洞爺

①
湖 沼

ＡＡ（ハ）

Ｉ （イ）

壮
瞥
川

洞爺町

中

島

中
島
山

△

洞爺湖

温泉町

④

②
③

⑤

⑥⑦

支笏湖 洞爺湖

番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置
① N 42°45'59" ④ N 42°46'17" ① N 42°37'49" ⑤ N 42°36'58"
基準点 E141°21'29" E141°24'07" 基準点 E140°50'33" E140°54'41"
② N 42°44'31"

⑤
N 42°46'47" ② N 42°36'09"

⑥
N 42°33'53"

基準点 E141°18'03" E141°18'46" 基準点 E140°53'11" E140°53'03"

③ N 42°43'42" ⑥ N 42°46'09" ③ N 42°34'39" ⑦ N 42°34'06"
E141°16'06" E141°16'05" 基準点 E140°49'47" E140°49'09"

④
N 42°38'44"
E140°50'03"

大 沼 阿寒湖

番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置
① N 41°59'52"

⑥
N 41°59'05" ① N 43°26'35"

⑤
尻駒内川

基準点 E140°41'10" E140°40'54" 基準点 E144°05'21" 河口沖100m
② N 41°58'36" 苅澗川 N 41°59'52" ② N 43°27'16" ⑥ N 43°26'07"
基準点 E140°39'26" 流入点 E140°42'35" 基準点 E144°06'03" E144°05'46"

③
N 42°00'47" 軍川 N 41°59'05" ③ N 43°27'52"

⑦
N 43°25'58"

E140°42'43" 流入点 E140°40'54" 基準点 E144°06'45" E144°08'16"

④ N 42°01'04" 宿野辺川 N 42°00'04" ｲﾍﾞｼﾍﾞﾂ川 N 43°28'40"
E140°40'07" 流入点 E140°40'07" 流入点 E144°07'23"

⑤ 月見橋
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△ 天望山

①

②

止
別
川

湖 沼

Ａ （イ）

ＩＩ （イ）

弁
天
島

出口

タウシュベツ川

①

②

⑤

③

④

湖 沼

Ａ （イ）

ＩＩ （イ）

音更川

出口

不二川

ヌカビラ川

チャランケ排水

①

②

③

湖 沼

Ｂ （ハ）

Ｖ （ハ）

春採排水路

春採排水

流入点（新）

沼尻

柏木排水

出口

春採排水

④

①

②

⑤

③

④

湖 沼

ＡＡ （イ）

Ｉ （イ）

中 島

和零半島

△

ト
イ
コ
イ
川

屈斜路湖 然別湖

番号 位 置 番号 位 置
① N 43°38'43" ④ N 43°39'13"
基準点 E144°20'36" E144°24'49"
② N 43°36'06" ⑤ N 43°33'39"
基準点 E144°19'16" E144°20'20" 番号 位 置 番号 位 置

③ N 43°36'08" 湯川 N 43°36'12" ① N 43°16'32" ② N 43°17'35"
E144°15'45" 流入点 E144°24'53" 基準点 E143°06'59" 基準点 E143°06'59"

糠平ダム湖 春採湖

番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置
① N 43°22'20"

④
N 43°22'32" ① N 42°58'22"

④
N 42°58'25"

基準点 E143°12'30" E143°13'08" 基準点 E144°23'57" E144°24'23"
② N 43°23'55" ⑤ N 43°24'44" ② N 42°58'34" 春採排 N 42°58'33"
基準点 E143°11'50" E143°11'17" 基準点 E144°24'30" 水流入 E144°25'30"

点(新)

③
N 43°22'07"

③
N 42°58'17"

E143°11'59" E144°23'48"
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佐幌川

①

②

③

④

湖 沼

Ａ （イ）

ＩＩＩ （イ）

上新内川

網走川

①

②

③

④

湖 沼

Ａ （イ）

ＩＶ （イ）

レイクハウス

①

②

登
別
温
泉
町

湖 沼

ＡＡ （イ）

Ｉ （イ）

窟
太
郎
山

△

倶多楽湖 佐幌ダム貯水池

番号 位 置 番号 位 置 番号 位 置 位 置
① N 42°29'57" ② N 42°30'01"

①
N 43°10'43" ③ N 43°10'19"

基準点 E141°11'12" 基準点 E141°10'44" E142°50'14" 基準点 E142°50'16"
② N 43°10'36" ④ N 43°10'25"
基準点 E142°50'15" E142°50'06"

網走湖

番号 位 置 番号 位 置

①
N 43°55'43" ③ N 43°59'29"
E144°09'56" 基準点 E144°11'37"

② N 43°58'19"
④

N 44°00'04"
基準点 E144°10'38" E144°13'24"
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北海道海域の水質測定地点・環境基準類型指定概況図

小樽海域 留萌海域

稚内海域 紋別海域

番 号 位 置
１

基準点
Ｎ ４３°１２’３９”
Ｅ１４１°０１’２７”

２
基準点

Ｎ ４３°１１’３９”
Ｅ１４１°０２’１７”

３
基準点

Ｎ ４３°１２’４９”
Ｅ１４１°００’５７”

４
Ｎ ４３°１２’０９”
Ｅ１４１°００’４７”

５
基準点

Ｎ ４３°１１’３４”
Ｅ１４１°０１’１７”

６
Ｎ ４３°１０’４９”
Ｅ１４１°０３’０１”

７
Ｎ ４３°１１’２７”
Ｅ１４１°０１’４１”

番 号 位 置
１

基準点
Ｎ ４３°５６’０８”
Ｅ１４１°３７’３１”

２
基準点

Ｎ ４３°５７’０８”
Ｅ１４１°３７’３１”

３
基準点

Ｎ ４３°５９’０８”
Ｅ１４１°３８’１６”

４
基準点

Ｎ ４３°５６’５３”
Ｅ１４１°３８’１６”

５
基準点

Ｎ ４３°５７’２３”
Ｅ１４１°３８’１６”

６
基準点

Ｎ ４３°５７’５３”
Ｅ１４１°３８’１６”

番号 位置 番号 位置

１
基準点

Ｎ ４５°２５’３８”
Ｅ１４１°４１’４６”

４
Ｎ ４５°２６’２８”
Ｅ１４１°３９’４６”

２
基準点

Ｎ ４５°２４’３８”
Ｅ１４１°４３’１６”

５
Ｎ ４５°２５’３８”
Ｅ１４１°４０’２６”

３
Ｎ ４５°２４’３８”
Ｅ１４１°４５’４６”

６
Ｎ ４５°２４’３３”
Ｅ１４１°４１’３６”

番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４４°２２’０４”
Ｅ１４３°２１’３６”

２
基準点

Ｎ ４４°２０’１９”
Ｅ１４３°２４’１６”

３
基準点

Ｎ ４４°１９’４９”
Ｅ１４３°２３’３６”

４
基準点

Ｎ ４４°２０’５９”
Ｅ１４３°２１’４６”

５
基準点

Ｎ ４４°２０’１４”
Ｅ１４３°２２’４６”
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番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

N ４４°０９’４９”
E１４３°４４’３８”

５
基準点

N ４４°０７’４０”
E１４３°５０’２０”

２
基準点

N ４４°０６’５６”
E１４３°４８’１６”

６
N ４４°０６’３５”
E１４３°４３’５８”

３
基準点

N ４４°０６’５７”
E１４３°５５’４８”

７
N ４４°１０’４５”
E１４３°４７’０４”

４
N ４４°０５’３３”
E１４３°５５’５９”

８
N ４４°１０’４４”
E１４３°４２’２４”

サロマ湖 能取湖

番 号 位 置

１
基準点

N ４４°０１’１６”
E１４４°０７’２０”

２
基準点

N ４４°０３’５８”
E１４４°０８’３８”

３
基準点

N ４４°０４’５７”
E１４４°０９’２７”

北海道海域の水質測定地点・環境基準類型指定概況図

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４４°０２’２４”
Ｅ１４４°１６’４１”

５
基準点

Ｎ ４４°０１’４９”
Ｅ１４４°１６’０６”

２
基準点

Ｎ ４４°０１’０４”
Ｅ１４４°１７’５６”

６
基準点

Ｎ ４４°０１’３９”
Ｅ１４４°１６’３６”

３
基準点

Ｎ ４４°００’４４”
Ｅ１４４°１７’２６”

７
基準点

Ｎ ４４°０１’２９”
Ｅ１４４°１７’０６”

４
基準点

Ｎ ４４°０２’１９”
Ｅ１４４°１５’５６”

網走海域 根室海域

番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４３°１９’５９”
Ｅ１４５°３３’５５”

２
基準点

Ｎ ４３°２０’３９”
Ｅ１４５°３４’２０”

３
基準点

Ｎ ４３°２１’０９”
Ｅ１４５°３５’１５”

４
基準点

Ｎ ４３°２０’１４”
Ｅ１４５°３４’２５”

５
基準点

Ｎ ４３°２０’３４”
Ｅ１４５°３４’５０”

番 号 位 置

６
基準点

Ｎ ４３°１６’４２”
Ｅ１４５°３４’１５”

７
基準点

Ｎ ４３°１６’４４”
Ｅ１４５°３４’５５”

８
基準点

Ｎ ４３°１６’５２”
Ｅ１４５°３４’１６”

９
基準点

Ｎ ４３°１６’５９”
Ｅ１４５°３４’５０”

１０
基準点

Ｎ ４３°１５’３３”
Ｅ１４５°３４’３０”

１１
基準点

Ｎ ４３°１５’５６”
Ｅ１４５°３５’５９”
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厚岸湖風蓮湖

北海道海域の水質測定地点・環境基準類型指定概況図

番 号 位 置

１
基準点

N ４３°２０’１５”
E１４５°１６’４７”

２
基準点

N ４３°１６’５４”
E１４５°２２’３５”

３
N ４３°１９’３３”
E１４５°１５’０３”

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

N ４３°０２’２５”
E１４４°５２’２９”

３
N ４３°０２’２０”
E１４４°５５’３０”

２
基準点

N ４３°０２’２５”
E１４４°５２’２９”

６
N ４３°０２’５１”
E１４４°５１’０４”

釧路海域

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４２°５８’１９”
Ｅ１４４°１８’４６”

７
基準点

Ｎ ４２°５８’５９”
Ｅ１４４°１８’４６”

２
基準点

Ｎ ４２°５９’０９”
Ｅ１４４°１４’４６”

８
基準点

Ｎ ４２°５９’０９”
Ｅ１４４°１７’２６”

３
基準点

Ｎ ４２°５８’５９”
Ｅ１４４°２１’０６”

９
基準点

Ｎ ４２°５９’３９”
Ｅ１４４°１６’４６”

４
基準点

Ｎ ４２°５８’３４”
Ｅ１４４°１８’４６”

１０
基準点

Ｎ ４２°５９’３９”
Ｅ１４４°２０’１１”

５
基準点

Ｎ ４２°５８’３４”
Ｅ１４４°１６’４６”

１１
基準点

Ｎ ４２°５８’４４”
Ｅ１４４°２１’５６”

６
基準点

Ｎ ４２°５９’２９”
Ｅ１４４°１６’１１”

十勝海域

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４２°１８’３９”
Ｅ１４３°２０’０１”

４
基準点

Ｎ ４２°１７’３９”
Ｅ１４３°１９’１６”

２
基準点

Ｎ ４２°１７’０９”
Ｅ１４３°２０’０１”

５
基準点

Ｎ ４２°１７’２４”
Ｅ１４３°１９’１６”

３
基準点

Ｎ ４２°１７’５４”
Ｅ１４３°２０’０１”
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番 号 位 置 番 号 位 置 番 号 位 置 番 号 位 置
１

基準点
Ｎ ４２°３４’５８”
Ｅ１４１°２７’４４”

９
基準点

Ｎ ４２°３６’２７”
Ｅ１４１°３２’４７”

１７
基準点

Ｎ ４２°３６’４４”
Ｅ１４１°４４’５６”

２５
基準点

Ｎ ４２°３７’２０”
Ｅ１４１°４３’０７”

２
基準点

Ｎ ４２°３５’４６”
Ｅ１４１°３０’１１”

１０
基準点

Ｎ ４２°３６’４３”
Ｅ１４１°３４’１４”

１８
基準点

Ｎ ４２°３６’０１”
Ｅ１４１°４５’５１”

２６
基準点

Ｎ ４２°３７’２０”
Ｅ１４１°４３’４３”

３
基準点

Ｎ ４２°３６’０６”
Ｅ１４１°３１’２３”

１１
基準点

Ｎ ４２°３６’２８”
Ｅ１４１°３５’５４”

１９
基準点

Ｎ ４２°３５’４６”
Ｅ１４１°４６’５１”

２７
基準点

Ｎ ４２°３６’４１”
Ｅ１４１°４６’５０”

４
基準点

Ｎ ４２°３５’３７”
Ｅ１４１°３２’４７”

１２
基準点

Ｎ ４２°３６’４２”
Ｅ１４１°３７’０５”

２０
基準点

Ｎ ４２°３５’３３”
Ｅ１４１°４７’５１”

２８
基準点

Ｎ ４２°３６’１４”
Ｅ１４１°４８’３４”

５
基準点

Ｎ ４２°３５’３３”
Ｅ１４１°３５’５４”

１３
基準点

Ｎ ４２°３７’１７”
Ｅ１４１°３９’０７”

２１
基準点

Ｎ ４２°３７’０９”
Ｅ１４１°３５’０３”

２９
基準点

Ｎ ４２°３８’４４”
Ｅ１４１°４０’０７”

６
基準点

Ｎ ４２°３５’２８”
Ｅ１４１°３９’２５”

１４
基準点

Ｎ ４２°３７’１７”
Ｅ１４１°４０’３６”

２２
基準点

Ｎ ４２°３７’１８”
Ｅ１４１°３５’５４”

３０
基準点

Ｎ ４２°３８’１９”
Ｅ１４１°３８’４２”

７
基準点

Ｎ ４２°３５’２２”
Ｅ１４１°４３’１４”

１５
基準点

Ｎ ４２°３６’５９”
Ｅ１４１°４２’１７”

２３
基準点

Ｎ ４２°３７’０４”
Ｅ１４１°３７’１８”

３１
基準点

Ｎ ４２°３７’３４”
Ｅ１４１°３７’２７”

８
基準点

Ｎ ４２°３５’０２”
Ｅ１４１°４５’３７”

１６
基準点

Ｎ ４２°３６’４１”
Ｅ１４１°４３’３４”

２４
基準点

Ｎ ４２°３７’３３”
Ｅ１４１°４２’２５”

北海道海域の水質測定地点・環境基準類型指定概況図

苫小牧海域
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北海道海域の水質測定地点・環境基準類型指定概況図

白老海域

番 号 番 号

１
基準点

Ｎ ４２°３０’５９”
Ｅ１４１°１９’４７”

２
基準点

Ｎ ４２°２９’３９”
Ｅ１４１°１８’４７”

３
基準点

Ｎ ４２°２９’０９”
Ｅ１４１°１６’４７”

４
基準点

Ｎ ４２°３０’４９”
Ｅ１４１°１８’５７”

５
基準点

Ｎ ４２°２９’５４”
Ｅ１４１°１８’３２”

６
基準点

Ｎ ４２°２９’４４”
Ｅ１４１°１７’１２”

７
基準点

Ｎ ４２°３０’４４”
Ｅ１４１°１８’２７”

８
基準点

Ｎ ４２°３０’０９”
Ｅ１４１°１８’１７”

９
基準点

Ｎ ４２°２９’５９”
Ｅ１４１°１７’２２”

室蘭海域

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４２°２１’１９”
Ｅ１４０°５４’３７”

６
基準点

Ｎ ４２°２０’２９”
Ｅ１４１°０２’０７”

２
基準点

Ｎ ４２°２０’３４”
Ｅ１４０°５５’２２”

７
基準点

Ｎ ４２°２１’４３”
Ｅ１４０°５６’３１”

３
基準点

Ｎ ４２°２１’１９”
Ｅ１４０°５６’０７”

８
基準点

Ｎ ４２°２１’１６”
Ｅ１４０°５８’４９”

４
基準点

Ｎ ４２°２０’５９”
Ｅ１４０°５８’０７”

９
基準点

Ｎ ４２°１９’４６”
Ｅ１４０°５８’２１”

５
基準点

Ｎ ４２°２０’４９”
Ｅ１４１°０２’４７”

伊達海域

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４２°２７’４４”
Ｅ１４０°５１’０７”

６
基準点

Ｎ ４２°２７’５９”
Ｅ１４０°５０’０７”

２
基準点

Ｎ ４２°２７’３９”
Ｅ１４０°５０’３７”

７
基準点

Ｎ ４２°２８’０４”
Ｅ１４０°５０’４７”

３
基準点

Ｎ ４２°２８’２９”
Ｅ１４０°４９’２７”

８
基準点

Ｎ ４２°２７’５９”
Ｅ１４０°５０’２２”

４
基準点

Ｎ ４２°２７’５９”
Ｅ１４０°５０’５７”

９
基準点

Ｎ ４２°２８’０４”
Ｅ１４０°５０’２２”

５
基準点

Ｎ ４２°２７’４９”
Ｅ１４０°５０’３７”

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４１°４５’０９”
Ｅ１４０°３８’４７”

５
基準点

Ｎ ４１°４６’４９”
Ｅ１４０°４２’４７”

２
基準点

Ｎ ４１°４６’３９”
Ｅ１４０°３９’４７”

６
Ｎ ４１°４６’１６”
Ｅ１４０°４３’１１”

３
基準点

Ｎ ４１°４８’２９”
Ｅ１４０°４０’４７”

７
Ｎ ４１°４６’２９”
Ｅ１４０°４１’４９”

４
基準点

Ｎ ４１°４７’４９”
Ｅ１４０°４２’３２”

函館海域
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北海道海域の水質測定地点・環境基準類型指定概況図

森海域

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４２°０７’０９”
Ｅ１４０°３３’１７”

４
基準点

Ｎ ４２°０６’５４”
Ｅ１４０°３４’４７”

２
基準点

Ｎ ４２°０７’０９”
Ｅ１４０°３５’１７”

５
基準点

Ｎ ４２°０６’５４”
Ｅ１４０°３５’４７”

３
基準点

Ｎ ４２°０７’０９”
Ｅ１４０°３６’４７”

６
基準点

Ｎ ４２°０６’４７”
Ｅ１４０°３５’５７”

番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４２°５８’５９”
Ｅ１４０°２９’３７”

２
基準点

Ｎ ４２°５９’５４”
Ｅ１４０°３０’１７”

３
基準点

Ｎ ４２°５９’５９”
Ｅ１４０°３１’１７”

４
基準点

Ｎ ４２°５９’１９”
Ｅ１４０°３０’０７”

５
基準点

Ｎ ４２°５９’３９”
Ｅ１４０°３０’４７”

６
基準点

Ｎ ４２°５９’１９”
Ｅ１４０°３０’４７”

岩内海域

余市海域

番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４３°１３’０９”
Ｅ１４０°４７’０２”

２
基準点

Ｎ ４３°１２’１５”
Ｅ１４０°４７’０２”

３
基準点

Ｎ ４３°１２’３３”
Ｅ１４０°４６’４７”

４
基準点

Ｎ ４３°１２’５１”
Ｅ１４０°４６’４７”

５
基準点

Ｎ ４３°１２’４２”
Ｅ１４０°４６’３５”

石狩海域

番 号 位 置 番 号 位 置

１
基準点

Ｎ ４３°１１’３３”
Ｅ１４１°１５’２８”

５
基準点

Ｎ ４３°１２’２０”
Ｅ１４１°１６’５０”

２
基準点

Ｎ ４３°１２’５３”
Ｅ１４１°１５’２５”

６
基準点

Ｎ ４３°１２’５３”
Ｅ１４１°１７’２７”

３
基準点

Ｎ ４３°１３’４０”
Ｅ１４１°１６’３４”

７
基準点

Ｎ ４３°１２’０９”
Ｅ１４１°１７’０６”

４
基準点

Ｎ ４３°１３’４５”
Ｅ１４１°１７’４４”
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(11)水質汚濁に係る環境基準について(抜粋)

昭和46年 12月 28日

環境庁告示第59号

改正 昭49環告63・昭50環告3・昭57環告41・環告140・昭60環告29・昭61環告1・

平3環告78・平5環告16・環告65・平7環告17・平10環告15・平11環告14・

平12環告22・平15環告123・平20環告40・平21環告78・平23環告94・

平24環告84・平24環告127・平25環告30・平26環告39・平26環告126・

平28環告37・平31環告46

公害対策基本法（昭和42年法律第132号）第９条の規定に基づく水質汚濁に係る

環境基準を次のとおり告示する。

環境基本法（平成５年法律第91号）第16条による公共用水域の水質汚濁に係る

環境上の条件につき人の健康を保護し及び生活環境（同法第２条第３項で規定す

るものをいう。以下同じ。）を保全するうえで維持することが望ましい基準（以下

「環境基準」という。）は、次のとおりとする。

第１ 環境基準

公共用水域の水質汚濁に係る環境基準は、人の健康の保護および生活環境の保

全に関し、それぞれ次のとおりとする。

１ 人の健康の保護に関する環境基準

人の健康の保護に関する環境基準は、全公共用水域につき、別表１の項目

の欄に掲げる項目ごとに、同表の基準値の欄に掲げるとおりとする。

２ 生活環境の保全に関する環境基準

(1) 生活環境の保全に関する環境基準は、各公共用水域につき、別表２の水

域類型の欄に掲げる水域類型のうち当該公共用水域が該当する水域類型ご

とに、同表の基準値の欄に掲げるとおりとする。

(2) 水域類型の指定を行うに当たつては、次に掲げる事項によること。

ア 水質汚濁に係る公害が著しくなつており、又は著しくなるおそれのあ

る水域を優先すること。

イ 当該水域における水質汚濁の状況、水質汚濁源の立地状況等を勘案す

ること。

ウ 当該水域の利用目的及び将来の利用目的に配慮すること。

エ 当該水域の水質が現状よりも少なくとも悪化することを許容すること

とならないように配慮すること。

オ 目標達成のための施策との関連に留意し、達成期間を設定すること。
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別表１

公共用水域の水質環境基準

Ⅰ 人の健康の保護に関する環境基準

項 目 基準値 測 定 方 法

カドミウム 0.003mg/L以下 JIS K0102(以下「規格」という。)55.2、55.3又は55.4に定める方法

全シアン 検出されないこと 規格38.1.2（38の備考11を除く。以下同じ。）及び38.2に定め

る方法、38.1.2及び38.3に定める方法、38.1.2及び38.5に定

める方法又は付表1に掲げる方法

鉛 0.01mg/L以下 規格54に定める方法

六価クロム 0.05mg/L以下 規格65.2（65.2.7を除く。）に定める方法（ただし、65.2.6に

定める方法により汽水または海水を測定する場合にあっては、

JIS K0170-7の7のa）又はb）に定める操作を行うものとする。）

砒素 0.01mg/L以下 規格61.2、61.3又は61.4に定める方法

総水銀 0.0005mg/L以下 付表２に掲げる方法

アルキル水銀 検出されないこと 付表３に掲げる方法

ＰＣＢ 検出されないこと 付表４に掲げる方法

ジクロロメタン 0.02mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

四塩化炭素 0.002mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

1,2-ジクロロエタン 0.004mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1又は5.3.2に定める方法

1,1-ジクロロエチレン 0.1mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

1,1,1-トリクロロエタン 1mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2、5.3.1、5.4.1又は5.5に定める方法

1,3-ジクロロプロペン 0.002㎎/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.1に定める方法

チウラム 0.006mg/L以下 付表５に掲げる方法

シマジン 0.003mg/L以下 付表６の第１又は第２に掲げる方法

チオベンカルブ 0.02mg/L以下 付表６の第１又は第２に掲げる方法

ベンゼン 0.01mg/L以下 JIS Ｋ0125の5.1、5.2又は5.3.2に定める方法

セレン 0.01mg/L以下 規格67.2、67.3又は67.4に定める方法

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg/L以下 硝酸性窒素にあつては規格43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6に定

める方法、亜硝酸性窒素にあつては規格43.1に定める方法

ふっ素 0.8mg/L以下 規格34.1（34の備考１を除く。）若しくは34.4（妨害となる物質として

ハロゲン化合物又はハロゲン化水素が多量に含まれる試料を測定する

場合にあっては、蒸留試薬溶液として、水約200mlに硫酸10ml、りん

酸60ml及び塩化ナトリウム10gを溶かした溶液とグリセリン250mlを混

合し、水を加えて1,000mlとしたものを用い、JIS K0170-6の6 図2 注

記のアルミニウム溶液のラインを追加する。）に定める方法又は34.1.

1c）（注(2)第三文及び34の備考1を除く。）に定める方法（懸濁物質及

びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しないことを確認

した場合にあっては、これを省略することができる。）及び付表7に掲

げる方法

ほう素 1mg/L以下 規格47.1、47.3又は47.4に定める方法

１，４−ジオキサン 0.05mg/L以下 付表８に掲げる方法

備考
１ 基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする｡
２ 「検出されないこと」とは、測定方法の項に掲げる方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回ること
をいう。別表２において同じ。

３ 海域については、ふっ素及びほう素の基準値は適用しない。
４ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の濃度は、規格43.2.1、43.2.3、43.2.5又は43.2.6により測定された硝酸イオンの濃度に換算係数
0.2259を乗じたものと規格43.1により測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数0.3045を乗じたものの和とする。
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別表２
Ⅱ 生活環境の保全に関する環境基準

１ 河 川
(１ ) 河 川（湖沼を除く。）
ア

項目 基 準 値

利用目的の

水素ｲｵﾝ濃度 生物化学的 浮遊物質量 溶存酸素量 該当水域
適 応 性 酸素要求量 大腸菌群数

類型 (ｐＨ) (ＢＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)

水道１級

ＡＡ 自然環境保全 6.5以上
1mg/L以下 25mg/L以下 7.5mg/L以上

50 MPN/

及びＡ以下の欄 8.5以下 100mL以下
に掲げるもの

水道２級
水産１級

6.5以上 1,000 MPN/
Ａ 水浴

8.5以下
2mg/L以下 25mg/L以下 7.5mg/L以上

100mL以下
及びＢ以下の欄
に掲げるもの

水道３級 第１の２の

Ｂ 水産２級 6.5以上
3mg/L以下 25mg/L以下 5mg/L以上

5,000 MPN/ (２)により

及びＣ以下の欄 8.5以下 100mL以下 水域類型ご

に掲げるもの とに指定す

る水域

水産３級

Ｃ 工業用水１級 6.5以上
5mg/L以下 50mg/L以下 5mg/L以上 －

及びＤ以下の欄 8.5以下

に掲げるもの

工業用水２級

Ｄ 農業用水 6.0以上
8mg/L以下 100mg/L以下 2mg/L以上 －

及びＥの欄に掲 8.5以下
げるもの

工業用水３級 6.0以上
ごみ等の浮遊

Ｅ
環境保全 8.5以下

10mg/L以下 が認められな 2mg/L以上 －

いこと。

規格12.1に定 規格21に定める 付表９に掲げる 規格32に定める 最確数による

める方法又はガ 方法 方法 方法又は隔膜電 定量法

ラス電極を用い 極を用いる水質

る水質自動監視 自動監視測定装

測 定 方 法 測定装置により 置によりこれと

これと同程度の 同程度の計測結

計測結果の得ら 果の得られる方

れる方法 法
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備 考

１ 基準値は、日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。

２ 農業用利水点については、水素ｲｵﾝ濃度6.0以上7.5以下、溶存酸素量5mg/L 以上とする(湖沼もこれに準ずる)。

３ 水質自動監視測定装置とは、当該項目について自動的に計測ができる装置であって、計測結果を自動的に記録する機能を有するもの

又はその機能を有する機器と接続されているものをいう(湖沼、海域もこれに準ずる)。

４ 最確数による定量法とは、次のものをいう（湖沼、海域もこれに準ずる。）。

試料10mL、1mL、0.1mL、0.01mL/･････のように連続した４段階（試料量が0.1mL以下の場合は1mLに希釈して用いる。）を5本づつＢ

ＧＬＢ醗酵管に移し、35～37℃、48±3時間培養する。ガス発生を認めたものを大腸菌群陽性管とし、各試料量における 陽性管数

を求め、これから100mL中の最確数を最確数表を用いて算出する。この際、試料はその最大量を移植したものの全部か 又は大多数

が大腸菌群陽性となるように、また最小量を移植したものの全部か又は大多数が大腸菌群陰性となるように適当に希釈して用いる。

なお、試料採取後、直ちに試験ができない時は、冷蔵して数時間以内に試験する。

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの

水道３級：前処理を伴う高度の浄水操作を行うもの

３ 水産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生

物用

水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用

水産３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用

４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの

工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの

工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの

５ 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度

イ
項目 基 準 値

水生生物の生息状況の適応性
全 亜 鉛 ノニルフェノール

直鎖アルキルベンゼン 該当水域

類型 スルホン酸及びその塩

生物
イワナ、サケマス等比較的低温域

Ａ
を好む水生生物及びこれらの餌生 0.03mg/L以下 0.001mg/L以下 0.03mg/L以下

物が生息する水域

生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄

生物 に掲げる水生生物の産卵場(繁殖
0.03mg/L以下 0.0006mg/L以下 0.02mg/L以下

第1の2の

特Ａ 場)又は幼稚仔の生育場として特 (2)により

に保全が必要な水域 水域類型ご

生物
コイ、フナ等比較的高温域を好む とに指定す

Ｂ
水生生物及びこれらの餌生物が生 0.03mg/L以下 0.002mg/L以下 0.05mg/L以下 る水域

息する水域

生物Ａ又は生物Ｂの水域のうち、

生物 生物Ｂの欄に掲げる水生生物の産
0.03mg/L以下 0.002mg/L以下 0.04mg/L以下

特Ｂ 卵場(繁殖場)又は幼稚仔の生育場

として特に保全が必要な水域

測 定 方 法 規格53に定める方法 付表11に掲げる 付表12に掲げる

方法 方法

備 考

基準値は年間平均値とする。
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(２ ) 湖 沼（天然湖沼及び貯水量1,000万立方メートル以上であり、かつ、
水の滞留時間が４日以上である人工湖）

ア

項目 基 準 値
利用目的の

水素ｲｵﾝ濃度 化 学 的 酸 素 浮遊物質量 溶存酸素量 該当水域
適 応 性 要 求 量 大腸菌群数

類型 (ｐＨ) (ＣＯＤ) (ＳＳ) (ＤＯ)

水道１級

水産１級 6.5以上 50 MPN/
ＡＡ 自然環境保全 1mg/L以下 1mg/L以下 7.5mg/L以上

及びＡ以下の欄に 8.5以下 100mL以下
掲げるもの

水道２、３級 第１の２の

水産２級 6.5以上 1,000 MPN/ (２)により水
Ａ 水浴 3mg/L以下 5mg/L以下 7.5mg/L以上 域類型ごとに

及びＢ以下の欄に 8.5以下 100mL以下 指定する水域

掲げるもの

水産３級

工業用水１級 6.5以上
Ｂ 農業用水 5mg/L以下 15mg/L以下 5mg/L以上 －

及びＣの欄に掲げ 8.5以下
るもの

ごみ等の浮遊

工業用水２級
6.0以上 が認められな

Ｃ
環境保全

8mg/L以下 いこと。 2mg/L以上 －
8.5以下

規格12.1に定 規格17に定める方 付表９に掲げる 規格32に定め 最確数によ

める方法又は 法 方法 る方法又は隔 る定量法

ガラス電極を 膜電極若しく

用いる水質自 は光学式セン

測 定 方 法 動監視測定装 サを用いる水

置によりこれ 質自動監 視測

と同程度の計 定装置により

測結果の得ら これと同程度

れる方法 の計測結果の

得られる方法

備 考

水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、浮遊物質量の項目の基準値は適用しない。

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２ 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

水道２、３級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作、又は、前処理を伴う高度の浄水操作を行う

もの

３ 水産１級：ヒメマス等貧栄養湖型の水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の水産生物

用

水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧栄養湖型の水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用

水産３級：コイ、フナ等富栄養湖型の水域の水産生物用

４ 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの

工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作、又は、特殊な浄水操作を行うもの

５ 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度
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イ

項目 基 準 値
利 用 目 的 の 適 応 性 該当水域

類型 全 窒 素 全 燐

Ⅰ 自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 0.1mg/L以下 0.005mg/L以下

水道１、２、３級（特殊なものを除く。）
Ⅱ 水産１種 0.2mg/L以下 0.01mg/L以下

水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの
第１の２の

水道３級（特殊なもの）及びⅣ以下の欄に掲げ
(２)により水

Ⅲ
るもの

0.4mg/L以下 0.03mg/L以下 域類型ごとに
指定する水域

Ⅳ 水産２種及びⅤの欄に掲げるもの 0.6mg/L以下 0.05mg/L以下

水産３種

Ⅴ
工業用水

1mg/L以下 0.1mg/L以下
農業用水
環境保全

測 定 方 法
規格45.2、45.3、45.4又 規格46.3（46の備考9を

は45.6（45の備考3を除 除く。）に定める方法

く。）に定める方法

備 考

１ 基準値は、年間平均値とする。

２ 水域類型指定は、湖沼植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある湖沼について行うものとし、全窒素の項目の基準値は、全

窒素が湖沼植物プランクトンの増殖の要因となる湖沼について適用する。

３ 農業用水については、全燐の項目の基準値は適用しない。

（注）１自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２水道１級:ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

水道２級:沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの

水道３級:前処理を伴う高度の浄水操作を行うもの（「特殊なもの」とは、臭気物質の除去が可

能な特殊な浄水操作を行うものをいう。）

３水産１種:サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産２種及び水産３種の水産生物用

水産２種:ワカサギ等の水産生物用及び水産３種の水産生物用

水産３種:コイ、フナ等の水産生物用

４環境保全:国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度

ウ
項目 基 準 値

水生生物の生息状況の適応性
全 亜 鉛 ノニルフェノール

直鎖アルキルベンゼン 該当水域
類型 スルホン酸及びその塩

生物
イワナ、サケマス等比較的低温域

Ａ
を好む水生生物及びこれらの餌生 0.03mg/L以下 0.001mg/L以下 0.03mg/L以下
物が生息する水域

生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄

生物 に掲げる水生生物の産卵場(繁殖
0.03mg/L以下 0.0006mg/L以下 0.02mg/L以下

第1の2の

特Ａ 場)又は幼稚仔の生育場として特 (2)により
に保全が必要な水域 水域類型ご

生物
コイ、フナ等比較的高温域を好む とに指定す

Ｂ
水生生物及びこれらの餌生物が生 0.03mg/L以下 0.002mg/L以下 0.05mg/L以下 る水域
息する水域

生物Ａ生物Ｂの水域のうち、生物

生物 Ｂの欄に掲げる水生生物の産卵場
0.03mg/L以下 0.002mg/L以下 0.04mg/L以下

特Ｂ (繁殖場)又は幼稚仔の生育場とし

て特に保全が必要な水域

測 定 方 法 規格53に定める方法 付表11に掲げる 付表12に掲げる
方法 方法

備 考

基準値は年間平均値とする。
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２ 海 域
ア

項目 基 準 値
利用目的の

水素ｲｵﾝ濃度 化学的酸素 溶存酸素量 n-ヘキサン 該当水域
適 応 性 要 求 量 大腸菌群数 抽出物質

類型 (ｐＨ) (ＣＯＤ) (ＤＯ) (油分等)

水産１級

水浴 7.8以上 1,000 MPN/
検出されなＡ 自然環境保全 2mg/L以下 7.5mg/L以上
いこと

。

及びＢ以下の欄に 8.3以下 100mL以下
掲げるもの 第１の２の

(２)により水

水産２級
7.8以上

域類型ごとに

Ｂ 工業用水
3mg/L以下 5mg/L以上 － 検出されな 指定する水域

及びＣの欄に掲げ
8.3以下

いこと。

るもの

7.0以上
Ｃ 環 境 保 全 8mg/L以下 2mg/L以上 － －

8.3以下

規格12.1に定める 規格17に定める 規格32に定める 最確数による 付表14に掲げ

方法又はガラス電 方法（ただし、 方法又は隔膜電 定量法 る方法

極を用いる水質自 Ｂ類型の工業用 極若しくは光学

測 定 方 法
動監視測定装置に 水及び水産２級 式センサを用い

よりこれと同程度 のうちノリ養殖 る水質自動監視

の計測結果の得ら の利水点におけ 測定装置により

れる方法 る測定方法は、 これと同程度の

アルカリ性法） 計測結果の得ら

れる方法

備 考

１ 水産１級のうち、生食用原料カキの養殖の利水点については、大腸菌群数の70MPN/100mL以下とする。

２ アルカリ性法とは、次のものをいう。

試料50mLを正確に三角フラスコにとり、水酸化ナトリウム溶液(10w/v％)1mLを加え、次に過マンガン酸カリウム溶液(2mmoL/L)10mL

を正確に加えたのち、沸騰した水浴中に正確に20分放置する。その後よう化カリウム溶液(10w/v％)1mLとアジ化ナトリウム溶液(4w

/v％)1滴を加え、冷却後、硫酸(2+1)0.5mLを加えてよう素を遊離させて、それを力価の判明しているチオ硫酸ナトリウム溶液(10mm

ol/L)ででんぷん溶液を指示薬として滴定する。同時に試料の代わりに蒸留水を用い、同様に処理した空試験値を求め、次式により

ＣＯＤ値を計算する。

ＣＯＤ（Ｏ２mg/L）＝0.08×〔(b)－(a)〕×ｆＮａ２Ｓ２Ｏ３×1000/50

(a)：チオ硫酸ナトリウム溶液(10mmol/L)の測定値（mL）

(b)：蒸留水について行った空試験値（mL）

ｆＮa２Ｓ２Ｏ３：チオ硫酸ナトリウム溶液(10mmol/L)の力価

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２ 水産１級：マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用及び水産２級の水産生物用

水産２級：ボラ、ノリ等の水産生物用

３ 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度



- 94 -

イ

項目 基 準 値
利 用 目 的 の 適 応 性 該当水域

類型 全 窒 素 全 燐

自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの
Ⅰ （水産２種及び水産３種を除く。） 0.2mg/L以下 0.02mg/L以下

水産１種

Ⅱ 水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの 0.3mg/L以下 0.03mg/L以下 第１の２の

（水産２種及び水産３種を除く。） (２)により

水域類型ご

Ⅲ 水産２種及びⅣ以下の欄に掲げるもの
0.6mg/L以下 0.05mg/L以下

とに指定す

（水産３種を除く。） る水域

水産３種

Ⅳ 工業用水 1mg/L以下 0.09mg/L以下
生物生息環境保全

測 定 方 法 規格45.2、45.3、45.4又 規格46.3（46の備考9を

は45.6（45の備考3を除 除く。）に定める方法

く。）に定める方法

備 考

１ 基準値は、年間平均値とする。

２ 水域類型指定は、海洋植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある海域について行うものとする。

（注）１ 自然環境保全：自然探勝等の環境保全

２ 水産１種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス良く、かつ、安定して漁獲される

水産２種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多獲される。

水産３種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される

３ 生物生息環境保全：年間を通して底生生物が生息できる限度

ウ

項目 基 準 値

水生生物の生息状況の適応性
全 亜 鉛 ノニルフェノール

直鎖アルキルベンゼン 該当水域

類型 スルホン酸及びその塩

生物
第1の2の

Ａ
水生生物の生息する水域 0.02mg/L以下 0.001mg/L以下 0.01mg/L以下 (2)により

水域類型ご

生物
生物Ａの水域のうち、水生生物の とに指定す

特Ａ
産卵場(繁殖場)又は幼稚仔の生育 0.01mg/L以下 0.0007mg/L以下 0.006mg/L以下 る水域

場として特に保全が必要な水域

測 定 方 法 規格53に定める方法 付表11に掲げる 付表12に掲げる

方法 方法

備 考

基準値は年間平均値とする。


